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198基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
１．コミュニティ活動の促進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,928
施設小破修繕　1,040
南自治会館外部修繕工事（屋根・壁塗装）
2,750

施設小破修繕　1,059
西自治会館外部修繕工事（屋根・壁塗装）
2,750

施設小破修繕　1,059
北一自治会館外部修繕工事（屋根・壁塗
装）  2,750

700

事業費 10,600

施設修繕1,040､住吉公民館LED化950、上東会
館LED化210､南自治会館修繕工事（屋根・壁塗
装）2,750、住吉公民館外壁塗装2,000

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

510102 3年間の事業費

会計名称 一般会計

前年度決算

510101 事業費 700

― ―

700

事業費

☆☆☆

決算額 1,819 事業費 3,746

―

町⺠会館の計画的な修
繕・LED化の推進を⾏
い、住⺠活動の更なる
推進を図る。

⾃治会の活動費及び町
⺠会館の管理費の負担
軽減を担っており、今
後も継続して⽀援を⾏
う。運営交付⾦交付要
綱の「会館運営費」に
ついて、⼥満別地区の
みとなっているため検
討する必要がある。

10,600

7,271 事業費 3,228 事業費

自治会運営費交付金　10,600自治会運営費交付金　10,600

31,800

事業費 10,600 事業費 10,600

ローリ
ング前

決算額

施策事業Ｎｏ

3年間の事業費

自治会運営費交付金　10,600

事業費

住⺠グループ

9,790 事業費 9,872 継続

施設小破修繕　1,032 施設小破修繕　2,093
（明生公民館ＬＥＤ化516、豊里公民館ＬＥＤ
化536）　、原材料費（公民館）　600

10,60010,600 事業費

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

会計名称

事業費 4,647 事業費 4,678510103

一般会計

10,600 10,600

10,600

本年度予算 進⾏状況
均等割、世帯割
東藻琴 広報配布・地域会館管理
女満別 公民館管理

均等割、世帯割
東藻琴 広報配布・地域会館管理
女満別 公民館管理

☆☆☆

施策事業Ｎｏ

事  業  名

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

⾃治会連合会補助⾦
⾃治会連合会の事業活動に対し⽀援を⾏い、更なる
⾃治会活動の推進を図る。

会計名称 一般会計

①-１

ローリ
ング後

住⺠グループ 700 700 700

―

自治会連合会補助金　700

700 700

自治会連合会補助金　700 自治会連合会補助金　700 自治会連合会補助金　700

自治会連合会補助金　700

事業費

― ― 〇

事 業 概 要（３年間の概要）
施策事業Ｎｏ ①-２

⾃治会運営費交付⾦

事  業  名

事業費 事業費

前年度決算
自治会連合会補助金　700

決算額

本年度予算

事業費

10239

自治会連合会補助金　700

笑顔
ＰＪ

―

2,100 事業費 事業費

施設修繕1,059､大成公民館LED化800､
西自治会館修繕工事（屋根・壁塗装）2,750、豊
里公民館外壁・屋根塗装2,700

施設修繕1,059､本郷公民館LED化800､
北一自治会館修繕工事（屋根・壁塗装）  2,750、
大成公民館外壁塗装2,000

より良い地域づくりのため、地域の住⺠活動やコ
ミュニティー運動の推進を図る。
町⺠会館の整備
地域担当職員制度の充実

大空町内の地域活動の中心となる単位⾃治会の運営
を⽀援し、更なる活動促進を図る。

今後の方向性

ローリ
ング後

自治会連合会補助金　700

700 700

4,678102423年間の事業費 13,427

継続

ローリ
ング後

住⺠活動推進事業

ローリ
ング前

今後の方向性

住⺠グループ 7,271 3,228 2,928
事業費

連合会の様々な事業の
実施につながってお
り、今後も継続とす
る。

700

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

自治会運営費交付金　10,600 自治会運営費交付金　10,600 自治会運営費交付金　10,600

個別計画

個別計画

個別計画

これまでの成果と
今後の課題 ☆☆

維持

進⾏状況

☆☆☆

継続
今後の方向性

これまでの効果

予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

拡充

①-３

10240 事業費

これまでの成果と
今後の課題

これまでの効果



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
１．コミュニティ活動の促進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算

⾃治会活動⽀援交付⾦
町⺠税１％還元により、単位⾃治会の⾃主的活動の⽀援
を⾏い、⾃治会活動の促進を図る。
均等割:一律50,000円、世帯割:交付⾦総額より、均等割
額の総額を引いて当該年度５⽉１⽇の世帯数で割った１
世帯単価に、各⾃治会の世帯数を掛けた額

単位⾃治会の積極的な
活動実施につながって
おり、継続して実施す
る。また、申請にかか
る⼿続きの簡略化を
図っているが、今後も
⾒直しを⾏う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

これまでの効果

3,595 継続

3年間の事業費

笑顔
ＰＪ

10,215

進⾏状況

☆☆☆

3,448 事業費 3,406 事業費 3,361

決算額 3,423 事業費

施策事業Ｎｏ ②-１ 自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

☆☆
予算の妥当性

維持

510201
住⺠グループ 3,448 3,406 3,361

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― 〇 事業費

ローリ
ング前

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

10255 事業費 3,448 事業費 3,406

自治会活動支援交付金
前年度個人住民税１％相当分

事業費 3,361

個別計画

199



200基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
２．移住・定住対策の促進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 5,291 事業費 1,160 事業費

企画グループ 4,180 2,530
520102 3年間の事業費 6,710

ローリ
ング前

地域おこし協力隊
移住・定住支援員1人
【隊員フォロー委託2,754】

【隊員フォロー業務1,160】

事業費事業費 4,180 事業費 2,530

決算額 3,840 事業費 4,214 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

地域おこし協力隊
移住・定住支援員1人　3,121
【隊員フォロー委託1,059】

地域おこし協力隊起業支援補助金2,000
【隊員フォロー業務590】

地域おこし協⼒隊推進
事業

移住者がスムーズに移住できるようにサポート体制
を強化し、移住定住を促進します。

協⼒隊２名着任し、家
族合わせ６名が移住し
ている。協⼒隊任期後
の定住に向けてのサ
ポートが必要である。

今後の方向性

個別計画
〇 ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 地域おこし協力隊
移住・定住支援員1人
【隊員フォロー委託1,140】

地域おこし協力隊
移住・定住支援員1人　3,155
【隊員フォロー委託1,059】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10280 事業費 777 事業費 667 事業費

☆☆

企画グループ 387 387 387
520101 3年間の事業費 1,161

ローリ
ング前

319

387 事業費 387
移住定住関係事務費
サポート会助成377（交流イベント､町探索､
首都圏イベント）

移住定住関係事務費
サポート会助成384（交流イベント､町探索､
首都圏イベント､パンフレット）

移住定住関係事務費
サポート会助成169（交流イベント､町探索､先進
地視察）

移住・定住対策事業
大空町に定住をサポートする会に関する活動助成・
移住、定住関連組織との連携

H29年度は町内の移住
者の交流を深め、意⾒
交換を⾏った。今後は
移住者のサポート体
制、受け入れ体制を強
化していきたい。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

移住定住関係事務費
サポート会助成168
北海道移住促進協議会50

個別計画
〇 ― ― 事業費 387 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

移住定住関係事務費
サポート会助成168
北海道移住促進協議会50

移住定住関係事務費
サポート会助成168
北海道移住促進協議会50

移住定住関係事務費
サポート会助成154(パンフレット作成）

☆☆
これまでの効果

決算額 2,574 事業費 457 継続

☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 移住定住関係事務費
サポート会助成157（先進地視察）
【移住ＰＲ動画制作委託2,268】

予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
２．移住・定住対策の促進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 34
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10280 事業費 6,000 事業費 10,000 事業費

企画グループ 2,000 16,000 6,000
520201 3年間の事業費 24,000

ローリ
ング前

いきいき子育て住宅支援奨励金（3世帯） いきいき子育て住宅支援奨励金（5世帯）

16,000 事業費 6,000

いきいき⼦育て住宅⽀
援事業

⼦育て世帯に向けた住宅⽀援補助
１世帯あたり最大２００万円

平成２７年に分譲を開
始し、売買された17区
画の内、16区画は⼦育
て世帯である。平成30
年12⽉に新たに分譲さ
れる12区画においても
対象とする為、要綱の
告⽰失効期⽇を変更し
たい。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

住宅支援奨励金（H27分譲地1帯分）

個別計画
〇 ― ― 事業費 2,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

住宅支援奨励金（H30分譲地8世帯分） 住宅支援奨励金（H30分譲地3世帯分）

いきいき子育て住宅支援奨励金（10世帯） ☆☆☆
これまでの効果

決算額 13,000 事業費 17,000 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ いきいき子育て住宅支援奨励金（8世帯） ☆☆☆
予算の妥当性

拡充
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202基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
２．移住・定住対策の促進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10234 事業費 19,952 事業費 19,952 事業費

ローリ
ング前

19,952

81,861 事業費 81,861
寄付者報償費　16,007
【臨時職員1人　1,880】

寄付者報償費　16,007
【臨時職員1人　1,880】

寄付者報償費　16,007
【臨時職員1人　1,880】

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

寄付者報償費　67,250
【臨時職員1人　1,880】

寄付者報償費　67,250
【臨時職員1人　1,880】

税務グループ 81,861 81,861 81,861
520302 3年間の事業費 245,583

決算額 18,090 事業費 79,553 継続
ふるさと応援寄附⾦事
業

ご寄附をいただいた方へのお礼と特産品の贈呈をと
おし町の魅⼒のＰＲを⾏う。

H29年度に特産品の追
加・⾒直し等により寄
附額の大幅な増を⾒込
んでいる。寄附⾦のみ
ならず参加事業者の産
業振興及び観光客誘致
にも貢献度が⾼く、今
後も継続した顧客の取
り込みを⾏っていくこ
とが重要である

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

寄付者報償費　67,250
【臨時職員1人　1,880】

個別計画
― 〇 ― 事業費 81,861 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 寄付者報償費16,007
寄附金1,382件　51,522千円

寄付者報償費　67,250
【臨時職員1人　1,880】

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

837

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ 605 525
事業費 758 事業費 838

606
520301 3年間の事業費 1,736 10291 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ふるさと会への参加　東京女満別会・東京東
藻琴会・札幌東藻琴会・北見大空会

ふるさと会への参加　東京女満別会・東京東
藻琴会・札幌東藻琴会

ふるさと会への参加　東京女満別会・東京東藻
琴会・札幌東藻琴会・北見大空会

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

605 事業費 525 事業費 606
ふるさと会　東京・札幌(東藻琴)・旭川　北
見　網走

ふるさと会　東京・札幌(東藻琴)・旭川　網
走

ふるさと会　東京・札幌(東藻琴)・旭川　北見
網走

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 746 事業費 765 改善ふるさと会事業
大空町にゆかりのある都市部在住の方々とふるさと
会を通じて交流を図る。

各会へ参加し交流を
⾏ってきたが、Ｈ29年
度に解散する会が出て
きた、今後本事業を継
続実施していくために
は、ふるさと会自体の
存続が大前提であるた
め、新規会員の確保及
び若い世代の参入が不
可欠である。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ③-１ ふるさと会への参加　東京女満別会・東京東

藻琴会・札幌女満別会・札幌東藻琴会・北
見大空会

ふるさと会への参加　東京女満別会・東京東
藻琴会・札幌女満別会・札幌東藻琴会

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
３．情報ネットワークの整備 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

事業費 事業費 事業費
15,826 726 727

530102 3年間の事業費 17,279

ローリ
ング前

事業費 727事業費 15,826 事業費 726

【衛星ブロードバンド機器保守】

決算額 事業費 1,256 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【衛星ブロードバンド機器保守】
【情報通信格差解消検討業務委託】

【衛星ブロードバンド機器保守】

地域情報通信基盤整備
推進事業

⼤空町内条件不利地域における情報通信基盤整備に
向け、必要な整備方法等の検討
条件不利地域＝超⾼速ブロードバンドサービス未提
供地域

H29：条件不利地域対
象の需要調査実施
H30：需要調査結果を
踏まえて、事業計画等
策定（サービス提供概
要検討、整備計画作
成、H31総務省所管情
報通信基盤整備推進事
業申請協議等）

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 【衛星ブロードバンド機器保守】
H29から地域情報通信基盤整備推進事業
に移動

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

－ 事業費 968 事業費 982 事業費

☆☆

総務グループ
530101 3年間の事業費

ローリ
ング前

【衛星ブロードバンド機器保守】 【衛星ブロードバンド機器保守】 【衛星ブロードバンド機器保守】

982

事業費

衛星ブロードバンド整
備事業

衛星ブロードバンド整備事業により、地域情報格差
の是正、地域住⺠の⽣活向上を図る。

Ｈ22.3衛星ブロードバ
ンド整備実施 ⼥満別
22件、東藻琴6件

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【衛星ブロードバンド機器保守】
H29から地域情報通信基盤整備推進事業
に移動

☆☆
これまでの効果

決算額 事業費 改善

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 【衛星ブロードバンド機器保守】

203



204基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
３．情報ネットワークの整備 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
３．情報ネットワークの整備 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10217 事業費 事業費 事業費

企画グループ
530301 3年間の事業費

ローリ
ング前

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

適時適切な情報公開に
引き続き努める。利⽤
者目線に⽴った⼯夫が
必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

町のホームページから各種申請書等の様式を提供す
るとともに、審議会情報の公開やパブリックコメン
トを実施する。

広報広聴事業（⾏政⼿
続関連事業）

決算額 事業費 継続

行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 行政手続きに関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

これまでの効果

－ 事業費 979 事業費 979 事業費
総務グループ

530201 3年間の事業費

ローリ
ング前

自治体情報セキュリティクラウド整備負担金 自治体情報セキュリティクラウド整備負担金 自治体情報セキュリティクラウド整備負担金

979

事業費

自治体情報システム強靭
化⾼速通信普及事業

・自治体情報ｼｽﾃﾑ強靭性ﾓﾃﾞﾙ対応として番号制度におい
て地方公共団体が情報連携を開始する平成29年7⽉まで
にﾈｯﾄﾜｰｸ機器類の情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策を講じる。

新規事業（H28〜）

H28：情報セキュリ
ティ強化対策実施済
H29〜運⽤開始

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

☆☆
これまでの効果

決算額 63,180 事業費 完了

☆☆
予算の妥当性

―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 情報セキュリティ強化対策事業



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

1,300 1,300
事業費 1,000 事業費 1,000

1,300
540103 3年間の事業費 3,900 10233 事業費

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動事業1,000）

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動事業1,000）

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動事業1,000）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,300 事業費 1,300 事業費 1,300

1,000

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ

改善
元気づくり応援事業補助
⾦（地域・芸⽂活動事
業）

⼤空町元気づくり応援事業補助⾦交付要綱に基づき、町
⺠が⾃主的・主体的に⾏う多様な⽂化、産業等を活かし
たまちづくりと、個性豊かで優れた人材の育成を図り、
活⼒と潤いのある元気なまちづくりを応援する。

事業開始後、毎年⼀定
の事業申請がされてお
り、町⺠の⾃主的な取
組に寄与している。
事業採択の優先順位づ
けや、同⼀団体の同事
業に対する補助のあり
方の検証が必要。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動・その他　計1,300千
円）

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動・その他　計1,300千
円）

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動・その他　計1,300千
円）

施策事業Ｎｏ ①-３ 地域づくり振興事業：3件・440千円､その他
事業(被災地支援有志の会)：1件・200千
円､芸術文化活動事業：1件・160千円

元気づくり応援事業
（地域づくり・芸文活動・その他　計1,000千
円）

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 800 事業費 1,000

10272 事業費 187 事業費 187 事業費
企画グループ 295 295 295

540102 3年間の事業費 885

ローリ
ング前

187

事業費 295事業費 295 事業費 295

委員16人、3回開催
委員再選
テーマ検討

決算額 131 事業費 295 継続

委員16人、2回開催 委員16人、2回開催 委員16人、2回開催

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

委員16人、3回開催
委員再選
テーマ検討

委員16人、3回開催

地域づくり懇談会運営
事業

⼤空町が持つ多様な地域特性を活かした新しい地域
づくりを推進するためH28.4.1に設置した⼤空町地
域づくり懇談会の運営を⾏う。（地域審議会の後継
組織だが役割を⼤きく変更）

懇談会委員⾃らの発案
により町内の観光モデ
ルルートの検討を実施
するなど委員主体の活
動を実施することがで
きている。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 委員16人、2回開催
大空町の知名度向上について現地視察・懇
談を実施

委員16人、3回開催
地域づくり懇談会推奨観光モデルルートの検
討を実施

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10293 事業費 54 事業費 54 事業費

☆☆☆

企画グループ 53 53 265
540101 3年間の事業費 371

ローリ
ング前

町民自治推進委員会　１回 町民自治推進委員会　1回
32.3委員改選

町民自治推進委員会報償　5回
（32.6まで自治基本条例改正の諮問）
運用検証・条例見直し協議

270

53 事業費 265

町⺠参加推進事業
 平成24年６⽉条例制定された⾃治基本条例が実
情にあっているか定期的に⾒直し、条例の実効性を
⾼めることなどの検証と⾒直しに関する事などにつ
いて諮問する。

Ｈ27委員改選、Ｈ28
条例⾒直し協議、諮
問・答申
町⺠委員会の答申内容
等を踏まえた執⾏機関
としての⾏政執⾏⼿法
の改善が必要。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

町民自治推進委員会　１回

個別計画
― ― ― 事業費 53 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

町民自治推進委員会　1回
32.3委員改選

町民自治推進委員会報償　5回
（32.6まで自治基本条例改正の諮問）
運用検証・条例見直し協議

町民自治推進委員会　1回
30.3委員改選

☆☆☆
これまでの効果

決算額 65 事業費 53 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 町民自治推進委員会　２回
（28.3　自治基本条例見直しに関する諮問）
運用検証及び見直し協議、H29.2答申

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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206基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 52,134 事業費 52,134
議員報酬・期末手当等 議員報酬・期末手当等 議員報酬・期末手当等

10101 事業費 51,884 事業費 51,884 事業費
議会事務局 52,134 52,134 52,134

540106 3年間の事業費 156,402

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

議員報酬・期末手当等

ローリ
ング前

51,884

事業費 52,134

決算額 48,094 事業費 47,769 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

議員報酬・期末手当等 議員報酬・期末手当等

議員報酬及び期末⼿当
等

⼤空町議会議員の報酬、期末⼿当、共済費などに関
する経費

議員定数・報酬等に関
する協議・検討が必要

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-６ 議員報酬・期末手当等 議員報酬・期末手当等 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10227 事業費 1,338 事業費 1,506 事業費

ローリ
ング前

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

1,523

1,962 事業費 1,423
賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

企画グループ 1,794 1,962 1,423
540105 3年間の事業費 5,179

決算額 1,296 事業費 2,362 継続
企画振興⼀般事務費
（⼀般事務費）

総務課企画グループにおける⼀般事務費 公⽤⾞管理費など企画
グループの事務遂⾏に
必要な経費に加え、町
政懸案事項に関する旅
費を計上し、執⾏して
いる。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

個別計画
― ― ― 事業費 1,794 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-５ 一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

一般事務費
公用車管理（リーフ・プリウス）

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

759

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 812 826
事業費 759 事業費 759

826
540104 3年間の事業費 2,464 10246 事業費

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

表彰記念品等 表彰記念品等 表彰記念品等

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

812 事業費 826 事業費 826
表彰記念品等 表彰記念品等 表彰記念品等

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 539 事業費 812 継続町表彰式事業
町の政治、経済、⽂化、社会等の発展に功績のあっ
た者への表彰

表彰審査委員会に係る
経費及び表彰記念品等
であり、今後も継続と
する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ 表彰記念品等 表彰記念品等 ☆☆☆ ☆☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10104 事業費 571 事業費 571 事業費

議会事務局 571 571 831
540109 3年間の事業費 1,973

ローリ
ング前

議員の研修活動の実施 議員の研修活動の実施 議員の研修活動の実施

831

571 事業費 831

議員研修費
議員の研修活動の実施 例年、北網地区や全道

の町村議会議員研修に
参加しているが、毎年
参加の是非について検
討が必要。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

議員の研修活動の実施

個別計画
― ― ― 事業費 571 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

議員の研修活動の実施 議員の研修活動の実施

施策事業Ｎｏ ①-９ 議員の研修活動の実施 議員の研修活動の実施 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 843 事業費 756 継続

2,174 事業費 1,605 事業費 952
常任委員会視察（道外２　道内１）
※議会改選期

常任委員会視察（道外１　道内２） 常任委員会視察（道内３）

2,174

☆☆

2,174 1,605
事業費 1,605 事業費 952

議会委員会費
各委員会の活動・研修等に関する経費
（議会運営委員会、３常任委員会、予算・決算審査
特別委員会等）

任期毎に委員会で計画
的に⾏政視察などの活
動・研修を⾏っている
が、研修内容やあり方
について検討が必要。

今後の方向性

952
540108 3年間の事業費 4,731 10103 事業費

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

常任委員会視察（道外２　道内１）
※議会改選期

常任委員会視察（道外１　道内２） 常任委員会視察（道内３）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

議会事務局

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10102 事業費 1,430 事業費 1,251 事業費

決算額 842 事業費 408 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

定例会・臨時会運営・対応等経費【議事録
作成支援システム使用料1,056】

施策事業Ｎｏ ①-８ 常任委員会視察（道内３） 常任委員会（道内１） ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

540107 3年間の事業費 3,941

ローリ
ング前

定例会・臨時会運営・対応等経費､【議事録
作成支援システム使用料1,037】
※議会改選期

定例会・臨時会運営・対応等経費
【議事録作成支援システム使用料1,037】

1,260

事業費 1,260
笑顔
ＰＪ

定例会・臨時会運営・対応等経費
【議事録作成支援システム使用料1,037】

議会運営費
議会定例会(年4回)及び臨時会(不定期)の運営・対
応等に関する経費

定例会及び臨時会に係
る運営・対応等をおこ
なっているが、議会中
継・録画システム等に
ついて今後さらなる検
討が必要

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 1,430 事業費 1,251

定例会・臨時会運営・対応等経費
【議事録作成支援システム使用料1,037】

☆☆☆

議会事務局 1,430 1,251 1,260

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

定例会・臨時会運営・対応等経費､【議事録
作成支援システム使用料1,037】
※議会改選期

定例会・臨時会運営・対応等経費【議事録
作成支援システム使用料1,047】

決算額 1,347 事業費 1,240 継続 維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-７ 定例会・臨時会運営・対応等経費
【議事録作成支援システム使用料1,037】

☆☆
予算の妥当性

予算の妥当性

維持

207



208基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 35 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

議会の広報活動研修費・議会だより発行費 議会の広報活動研修費・議会だより発行費 議会の広報活動研修費・議会だより発行費

会計名称

議会事務局費

540112 3年間の事業費 事業費 事業費 事業費

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費

総合計画策定事業
第３次総合計画（平成３８年〜４７年まで）のまち
づくり計画の策定

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ

事業費

1,204 事業費 1,213 事業費

決算額 事業費 ―

議会事務局 1,204 1,213 1,174

⼀般会計

施策事業Ｎｏ ①-１２ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10107 事業費

暮らしづくりＰＬ

540111 3年間の事業費 3,591

ローリ
ング前

1,174

事業費 1,174事業費 1,204 事業費 1,213

決算額 848 事業費 1,213 継続

施策事業Ｎｏ ①-１１ 議会の広報活動研修費・議会だより発行費 議会の広報活動研修費・議会だより発行費 ☆☆☆

ローリ
ング後

議会の広報活動研修費・議会だより発行費 議会の広報活動研修費・議会だより発行費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10106 事業費 3,479 事業費 3,235 事業費

議会広報活動費
議会の広報活動として、議会広報モニターの意⾒を
反映しながら議会だよりを発⾏する。

議会基本条例に基づく
広報活動充実のため、
議会広報先進事例研修
や議会広報モニターの
意⾒集約などにより議
会広報への活⽤を⾏っ
ている状況。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

議会の広報活動研修費・議会だより発行費

3,235 3,350
540110 3年間の事業費 10,064

ローリ
ング前

3,350

3,235 事業費 3,350

例年、網⾛郡下、北網
地区、オホーツク管
内、全道議⻑会に関す
る事業等を実施してい
るが、道内・道外の各
ふるさと会への参加等
について検討が必要。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

個別計画
― ― ― 事業費 3,479 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局における⼀般事務費

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

☆☆☆

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局における一般事務費
【嘱託職員1人】

議会事務局 3,479

決算額 3,139 事業費 3,442 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１０
これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

―



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

ローリ
ング後

委員15人、年2回開催 委員15人、年2回開催

笑顔
ＰＪ

委員15人、年2回開催

企画グループ 175 175
540114 3年間の事業費 350 事業費 175 事業費 175 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 175 事業費 175 事業費

施策事業Ｎｏ ①-１４ 委員15人、年2回開催 委員15人、年2回開催
【PRパンフレット改訂版（5,000部）印刷300】

☆☆

地方創生推進事業
⼤空町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合
戦略に関する意⾒聴取のため設置している「⼤空町
まち・ひと・しごと創生会議」の運営及び戦略の
PRを⾏う。

平成27年度に策定した
総合戦略の進捗状況に
ついて、第三者委員か
ら意⾒を聴取してい
る。人口減少に⻭⽌め
をかけるため必要に応
じた総合戦略の⾒直し
を⾏う必要がある。

今後の方向性

決算額

ローリ
ング前

企画グループ
540113 3年間の事業費 事業費 事業費 事業費

決算額 事業費 1,413 完了

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-１３ 普及宣伝資材作成、公用車ラッピング、普
及イベント開催

☆☆☆

― 事業費

123 事業費 526 継続

会計名称 ⼀般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

まちづくり宣言普及促
進事業

平成28年3⽉に制定されたまちづくり宣言「⼤空に
人・花・心育むまち」を浸透させるため周知を図
り、まちづくり宣言の理念をテーマにした⾏動事業
として町⺠参加を促す。

まちづくり宣言のロゴ
マークを活⽤し、普
及・浸透を図ってい
る。

今後の方向性

事業費 事業費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

委員15人、年2回開催

☆☆
予算の妥当性

―

☆☆
予算の妥当性

維持
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210基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10217 事業費 13,576 事業費 13,702 事業費

企画グループ 13,377 13,498 13,620
540301 3年間の事業費 40,495

ローリ
ング前

広報広聴事務費 広報広聴事務費
プロポーザル実施

広報広聴事務費

13,825

13,498 事業費 13,620

広報広聴事業
〇広報誌・情報掲示板・ホームページ、ＳＮＳ、動
画などによる広報事業の充実
〇町政懇談会や意⾒箱の設置、代表メールによる広
聴事業の実施

広報誌、情報掲示板、
ホームページに加えて
Ｈ28からLINE
（SNS）、H29から動
画による広報活動をは
じめた。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

広報誌やＬＩＮＥ、動画、ホームページなどに
よる広報活動、ふれあいトークやふれあい意
見箱による広聴活動

個別計画
― ― ― 事業費 13,377 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

広報誌やLINE、動画、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどによる広報活
動、ふれあいﾄｰｸやふれあい意見箱による広聴活
動､広報誌制作ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ実施

広報誌やＬＩＮＥ、動画、ホームページなどに
よる広報活動、ふれあいトークやふれあい意
見箱による広聴活動

広報誌やLINE、動画、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による広報活
動、ふれあいﾄｰｸやふれあい意見箱による広聴活
動、LINEｽﾀﾝﾌﾟ制作、動画機材導入

☆☆☆
これまでの効果

決算額 12,956 事業費 13,990 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 広報広聴事務費､プロポーザル実施、掲示
板26箇所、ふれあいトーク23箇所522人参
加、ＬＩＮＥ配信､そらっきーぬいぐるみ制作

10227 事業費 事業費 事業費
企画グループ

540201 3年間の事業費

ローリ
ング前

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

企画振興⼀般事務費（男
⼥共同参画事業）

男⼥共同参画に基づく啓発の実施 男⼥共同参画の具体的
な取り組みには至って
いない。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

☆
これまでの効果

決算額 事業費 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 関係機関との連絡調整
（事業費は主に職員給与費となる）

☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
４．町⺠と⾏政の協働 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10260 事業費 7,693 事業費 9,477 事業費

⼾籍保険グループ 12,893 7,147 7,844
540402 3年間の事業費 27,884

ローリ
ング前

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】､【住基ネットワークサーバー
更新委託2,000】

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】

7,530

事業費 7,844事業費 12,893 事業費 7,147

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】

決算額 6,570 事業費 22,644 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】､【住基ネットワークサーバー
更新委託4,796】

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】

⼾籍住⺠基本台帳管理
事業

・⼾籍に関する事務・住⺠基本台帳に関する事務
・印鑑登録及び印鑑証明に関する事務
・人口動態統計に関する事務
・マイナンバーに関する事務

Ｈ28住⺠票等 6,286件
、証明書等 3,353件
適正な窓口体制の確保
（人員・ｼｽﾃﾑの維持更
新）及び社会情勢・住⺠
ﾆｰｽﾞの変化に対応したｻｰ
ﾋﾞｽ提供の検討（ｺﾝﾋﾞﾆ交
付、統計事務のｼｽﾃﾑ化・ﾏ
ｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの活⽤など）
が必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】

戸籍住民基本台帳管理費
【臨時職員１人】､【戸籍総合システム更新委
託15,768】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10205 事業費 54 事業費 54 事業費
総務グループ 54 54 54

540401 3年間の事業費 162

ローリ
ング前

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

54

54 事業費 54

情報公開及び個人情報保
護審査特別委員会委員報
酬

情報公開及び個人情報保護に関する不服申⽴事案の
審査

●公⽂書開示請求状況
・Ｈ27~1件（うち開示
0件）
・Ｈ25~2件（うち開示
1件）
●個人情報開示請求状
況 なし

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

個別計画
― ― ― 事業費 54 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

☆☆
これまでの効果

決算額 24 事業費 54 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 情報公開及び個人情報保護審査会委員報
酬

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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212基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

369 1,628
事業費 1,646 事業費 5,283

4,388
550103 3年間の事業費 6,385 10264 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

学校基本調査・工業統計調査・住宅土地統
計調査・商業統計調査

学校基本調査・工業統計調査・農林業セン
サス・国勢調査調査区管理・経済センサス
基礎調査

学校基本調査・国勢調査

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

369 事業費 1,628 事業費 4,388
学校基本調査・工業統計調査・住宅土地統
計調査・商業統計

学校基本調査・工業統計調査・農林業セン
サス・国勢調査調査区管理・経済センサス
基礎調査

学校基本調査・国勢調査

387

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ

決算額 365 事業費 216 継続統計調査事務費
統計調査を実施することにより、本町における各種
計画策定の基礎ﾃﾞｰﾀを収集する。

統計法等の関係法令等
に基づき、適切に事務
執⾏を⾏う。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-３ 学校基本調査・工業統計調査・経済センサ

ス活動調査
学校基本調査・工業統計調査・住宅土地統
計調査（単位区設定）・就業構造基本調査

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10273 事業費 115 事業費 115 事業費
企画グループ 106 106 106

550102 3年間の事業費 318

ローリ
ング前

115

事業費 106事業費 106 事業費 106

指定期間満了となる2施設補者選考､指定
管施設のモニタリング

決算額 96 事業費 106 継続

指定管理選定委員会外部意見聴取者４名 指定管理選定委員会外部意見聴取者４名 指定管理選定委員会外部意見聴取者４名

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定期間満了となる8施設補者選考､指定
管施設のモニタリング

指定期間満了となる2施設補者選考､指定
管施設のモニタリング

指定管理者選定事業
指定管理者候補者選考過程における透明性と公平性の確保、指
定された指定管理者による公の施設の効率的、効果的な運営と
利⽤者に対するサービスの質の向上につなげるため、指定管理
者選定委員会において候補者の選考及び管理運営状況等のモニ
タリングを実施する。

H25〜28モニタリング
試⾏、29モニタリング
制度化
指定管理者の適正な管
理運営と利⽤者に対す
るサービスの質の向上
につなげるため、慎重
審議に継続して取り組
む。

今後の方向性

個別計画
― 〇 〇

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 指定期間満了となる４施設候補者選考､指
定管理17施設のモニタリング実施（※モニタ
リング　試行）

指定期間満了となる3施設候補者選考､指
定管理18施設のモニタリング※本格運用開
始

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10268 事業費 160 事業費 80 事業費

☆☆

企画グループ 80 80 80
550101 3年間の事業費 240

ローリ
ング前

行政改革委員会　２回　15名
Ｈ31.2委員改選

行政改革委員会　１回　15名 行政改革委員会　1回　15名
Ｈ33.2委員改選

80

80 事業費 80

⾏政改⾰推進事業
第３次⼤空町⾏政改⾰⼤綱及び⾏政改⾰推進計画に
基づき⾏政改⾰を推進する。
 推進計画の進⾏状況について委員会へ報告すると
ともにホームページで町⺠へ公表する。

Ｈ27 計画進捗協議
Ｈ28 ⼤綱⾒直し
第３次⼤綱及び推進計
画が着実に進⾏される
よう進捗管理を⾏う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

行政改革委員会　1回　15名
Ｈ31.2委員改選

個別計画
⼤空町⾏政改⾰推進計
画

― ― ― 事業費 80 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

行政改革委員会　１回　15名 行政改革委員会　1回　15名
Ｈ33.2委員改選

行政改革委員会　１回　15名 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 107 事業費 79 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 行政改革委員会15人
第3次大綱・推進計画（Ｈ29～33）策定
2回開催（10月、2月）

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 2,952 事業費 2,004

10270 事業費 2,952 事業費 2,004 事業費
選挙管理委員会 2,952 2,004

550106 3年間の事業費 4,956

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

選挙前年度 北海道知事・北海道議会議員選挙

事業費

決算額 事業費 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

選挙前年度 北海道知事・北海道議会議員選挙

北海道知事・北海道議
会議員選挙費

北海道知事・北海道議会議員選挙に係る執⾏経費 法の定めにより実施し
ており、今後も継続す
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-６ ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10283 事業費 3,850 事業費 事業費

ローリ
ング前

大空町長・議会議員選挙

事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

選挙管理委員会 3,850
550105 3年間の事業費 3,850

決算額 事業費 3,669 継続
⼤空町⻑・⼤空町議会
議員選挙費

⼤空町⻑・⼤空町議会議員選挙に係る執⾏経費
任期 平成26年4⽉23⽇から平成30年4⽉22⽇ま
で  平成30年4⽉投開票予定（告⽰⽇ 投票⽇の
５⽇前）

法の定めにより実施し
ており、今後も継続す
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

大空町長・議会議員選挙

個別計画
― ― ― 事業費 3,850 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-５ 選挙前年度 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

262

個別計画
― 〇 〇 事業費

ローリ
ング前

企画グループ 244 244
事業費 262 事業費 262

244
550104 3年間の事業費 732 10247 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

・夏季要望(中央省庁等）
・秋季要望(道、道議会）
・鉄路存続に向けた部会での協議等

・夏季要望(中央省庁等）
・秋季要望(道、道議会）
・鉄路存続に向けた部会での協議等

・夏季要望(中央省庁等）
・秋季要望(道、道議会）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

244 事業費 244 事業費 244
オホーツク圏活性化期成会負担金 オホーツク圏活性化期成会負担金 オホーツク圏活性化期成会負担金

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 153 事業費 255 継続
オホーツク圏活性化期
成会負担⾦

オホーツク圏の活性化推進を図り、もって圏域住⺠
の生活文化の向上と産業の振興を積極的に推進する
ための要望活動等を実施

オホーツク管内全体で
の共通課題の解決に向
け、今後も継続して管
内連携した取組等を展
開する

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ 夏季要望（中央省庁等）､秋季要望（道、道

議会）､鉄路存続に向けた要望活動､鉄路維
持存続に向けた部会の設置･協議

・夏季要望(中央省庁等）
・秋季要望(道、道議会）
・鉄路存続に向けた部会での協議等

☆☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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214基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 事業費
衆議院議員総選挙

3,513 事業費 事業費

衆議院議員選挙
衆議院議員選挙に係る執⾏経費 法の定めにより実施し

ており、今後も継続す
る。

今後の方向性

550108 3年間の事業費 10290 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

選挙管理委員会

進⾏状況 これまでの効果

10282 事業費 事業費 3,543 事業費

決算額 事業費 3,366 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-８ 衆議院議員総選挙 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

参議院議員選挙

550107 3年間の事業費 3,543

ローリ
ング前

参議院議員選挙

事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

参議院議員選挙
参議院議員選挙に係る執⾏経費 法の定めにより実施し

ており、今後も継続す
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 事業費 3,543

☆☆☆

選挙管理委員会 3,543

決算額 5,249 事業費 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-７ 参議院議員選挙



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

4,453 4,453
事業費 4,290 事業費 4,290

4,453
550203 3年間の事業費 13,359 10216 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

職員健康診査委託 職員健康診査委託 職員健康診査委託

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

4,453 事業費 4,453 事業費 4,453
職員健康診査委託 職員健康診査委託 職員健康診査委託

4,290

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ

決算額 3,935 事業費 4,453 継続職員福利厚生事業
職員の福利厚生、安全衛生管理・健康の保持のため
の健康診査の実施

職員の健康診断委託料
であり、今後も継続と
する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-３ 職員健康診査委託 職員健康診査委託 ☆☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10215 事業費 3,552 事業費 2,772 事業費
総務グループ 3,974 3,032 4,078

550202 3年間の事業費 11,084

ローリ
ング前

職員研修会・職員研修旅費等 職員研修会・職員研修旅費等 職員研修会・職員研修旅費等

3,641

事業費 4,078事業費 3,974 事業費 3,032

職員研修会・職員研修旅費等

決算額 3,031 事業費 3,059 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

職員研修会・職員研修旅費等 職員研修会・職員研修旅費等

職員研修事業
多様化する住⺠ニーズに応え、⾏政課題に的確に対
処し問題解決していく能⼒を⾝につけ、効率的な⾏
政運営が推進できるよう職員の能⼒と資質向上を図
る。

毎年、研修計画に基づ
き職員を研修に参加さ
せ、能⼒と資質の向上
に努めている。今後も
継続が必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ 研修ｾﾝﾀｰ7人、町村会15人、ｱｶﾃﾞﾐｰ1人、定住
自立圏協定合同2人、内部32人、外部講師70
人、道職員交流派遣1人、自治大学1人

職員研修会・職員研修旅費等 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10214 事業費 1,188 事業費 1,188 事業費
総務グループ 1,152 1,152 1,152

550201 3年間の事業費 3,456

ローリ
ング前

職員厚生一般事務 職員厚生一般事務 職員厚生一般事務

1,188

1,152 事業費 1,152

職員厚生一般事務
総務課職員厚生業務に関する一般事務費 経常経費であり、今後

も継続が必要。
今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

職員厚生一般事務

個別計画
― ― ― 事業費 1,152 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

職員厚生一般事務 職員厚生一般事務

職員厚生一般事務 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 1,059 事業費 1,095 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 職員厚生一般事務 ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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216基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 11,871 事業費 11,916
総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名

10201 事業費 14,007 事業費 14,025 事業費
総務グループ 11,871 11,916 11,974

550206 3年間の事業費 35,761

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名　臨時職員１名

ローリ
ング前

14,025

事業費 11,974

決算額 11,321 事業費 11,267 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名　臨時職員１名

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名　臨時職員１名

総務一般事務費
総務課総務グループにおける一般事務費 ・臨時職員１名、防災

担当嘱託職員１名の配
置を今後も想定
・郵便料は同⽔準の予
算計上としているが、
コスト削減を実施す
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ②-６ 総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名

総務一般事務
防災担当嘱託職員　１名
臨時職員　2名（うち防災担当１名）

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10203 事業費 2,965 事業費 3,020 事業費

☆☆
予算の妥当性

ローリ
ング前

例規データ作成業務委託 例規データ作成業務委託 例規データ作成業務委託

3,020

3,020 事業費 3,020
賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

例規データ作成業務委託 例規データ作成業務委託

総務グループ 2,965 3,020 3,020
550205 3年間の事業費 9,005

決算額 2,965 事業費 2,965 継続例規集データ作成事業
例規集データ作成業務及び加除追録業務 例規等更新データ作成

費、例規ｼｽﾃﾑ使⽤料及
び例規集台本作成費で
あり、業務上必要であ
るため、今後も継続と
する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

例規データ作成業務委託

個別計画
― ― ― 事業費 2,965 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-５ 例規データ作成業務委託 例規データ作成業務委託 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

1,110,233

個別計画 ⼤空町定員適正化計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 1,083,743 1,079,094
事業費 1,079,094 事業費 1,088,665

1,088,665
550204 3年間の事業費 3,251,502 11201 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

一般職132人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　2人、再任用 4人

一般職126人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　　0人、再任用7人

一般職126人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　　0人、再任用10人笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,083,743 事業費 1,079,094 事業費 1,088,665
一般職127人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　　1人、再任用8人

一般職126人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　　0人、再任用7人

一般職126人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付　　0人、再任用10人

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,071,904 事業費 1,089,835 継続職員給与費
職員の給与 定員管理計画に基づき

職員を採⽤している
が、再任⽤職員が年々
増えるため、人件費は
増加すると考えられ
る。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-４ 一般職129人、特別職3人

外国語指導助手1人
任期付　　1人、再任用1人

一般職130人、特別職3人
外国語指導助手1人
任期付 2人、再任用 3人

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10278 事業費 14,782 事業費 16,584 事業費

総務グループ 19,901 16,584 14,712
550209 3年間の事業費 51,197

ローリ
ング前

総合支所庁舎管理費 総合支所庁舎管理費
【地下タンク清掃コーティング委託1,872千
円】

総合支所庁舎管理費

14,712

16,584 事業費 14,712

総合⽀所庁舎管理費
総合⽀所庁舎の維持管理 ・定められた保守点検

を実施
・昭和５４年に建設さ
れていることから、修
繕等が必要な箇所があ
れば随時対応する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

総合支所庁舎管理費
【耐震診断委託　5,119千円】

個別計画
― ― ― 事業費 19,901 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

総合支所庁舎管理費
【地下タンク清掃コーティング委託1,872千
円】

総合支所庁舎管理費

施策事業Ｎｏ ②-９ 総合支所庁舎管理費
【除雪機507千円】

総合支所庁舎管理費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 13,477 事業費 14,049 継続

20,808 事業費 27,533 事業費 21,126
庁舎管理費 庁舎管理費 庁舎管理費

20,818
20,808 27,533

事業費 21,991 事業費 21,991

庁舎管理費
役場庁舎の維持管理 ・庁舎内で修繕が必要

な箇所等があれば随時
対応する。
・電気料等の光熱⽔費
について、コスト削減
を実施する。

今後の方向性

21,126
550208 3年間の事業費 69,467 10235 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

庁舎管理費 庁舎管理費 庁舎管理費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ

進⾏状況 これまでの効果

10277 事業費 5,805 事業費 5,485 事業費

決算額 33,181 事業費 20,778 継続

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】

施策事業Ｎｏ ②-８ 庁舎管理費
【エレベーター更新14,218】

庁舎管理費
【庁舎改修工事(1階･3階）13,000】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】

550207 3年間の事業費 14,258

ローリ
ング前

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】　【嘱託職員１名】

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】　【嘱託職員１名】

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】　【嘱託職員１名】

5,679

事業費 4,772
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

総合⽀所運営事務費
総合⽀所の運営に関する全般的な一般事務費 ・臨時職員１名の配置

を今後も想定
・コスト削減について
は、事務の改善・職員
の意識改⾰が必要

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 4,898 事業費 4,588

総合支所運営事務費

【臨時職員１名】

☆☆☆

総務グループ 4,898 4,588 4,772

決算額 6,273 事業費 4,308 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-７ 総合支所運営事務費

【臨時職員２人】　【嘱託職員１人】

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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218基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

750
550212 3年間の事業費 2,250 事業費

事業費 750

事業費 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

委員報酬、費用弁償ほか 委員報酬、費用弁償ほか 委員報酬、費用弁償ほか

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

750 事業費 750

決算額 事業費 750 継続
オホーツク町村公平委
員会費

地方公務員法第７条に委員会委員報酬、費⽤弁償等
の⽀払いを⾏う。

職員の給与、勤務時間
等条件に関する措置要
求の審査、判定、必要
な措置の執⾏等を⾏う
委員会として設置され
ている。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 750 750

施策事業Ｎｏ ②-１２ 委員報酬、費用弁償ほか ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 1,302 事業費 1 事業費550211 3年間の事業費 153,304

ローリ
ング前

【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）
1,302】地方財政措置

【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）】 【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）】
【総合行政情報システム更新検討】自庁型
からクラウド型へ

152,001

事業費 152,001事業費 1,302 事業費 1

【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）】
【総合行政情報システム更新検討】自庁型
からクラウド型へ

決算額 5,334 事業費 5,944 継続

総務グループ 1,302 1 152,001

維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）
1,302】地方財政措置

【社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）】

情報システム更新事業
・住基ﾈｯﾄ、総合⾏政情報ｼｽﾃﾑ及び地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ等の情報ｼ
ｽﾃﾑ及び⾏政情報ｼｽﾃﾑの計画的な更新を⾏う。
H25総合⾏政ｼｽﾃﾑ更新、H26ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ更新、H26〜28
社会保障・税番号関連ｼｽﾃﾑ構築

Ｈ25：総合⾏政情報シ
ステム更新
Ｈ26：グループウエア
更新
Ｈ26〜：社会保障・税
番号関連システム構築
（総合⾏政情報システ
ム改修等）

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-１１ 【社会保障・税番号制度システム委託（厚労
省）2,774、社会保障・税番号制度負担金
（J-LIS）2,560】

【社会保障・税番号制度ｼｽﾃﾑ整備3,800、
社会保障・税番号制度負担金（J-LIS）
1,302】地方財政措置

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10206 事業費 38,200 事業費 50,347 事業費
総務グループ 50,130 57,353 50,880

550210 3年間の事業費 158,363

ローリ
ング前

行政情報ｼｽﾃﾑ保守等
【職員用端末等更新（H24)､地図情報地図
情報ｼｽﾃﾑ保守886】

【職員用端末等更新(H25)､地図情報システ
ム更新4,726､地図情報システム保守838】

行政情報システム保守等､職員用端末等更
新(H25)､インターネット接続回線等サービス
利用料金

43,874

57,353 事業費 50,880

⾏政事務情報化事業
⾏政事務の効率化を図るための⾏政システムの保守
および更新

・各種⾏政システムの
安定運⽤のための保守
・番号制度に対応した
システム改修(H26〜)
・⾃治体情報ｾｷｭﾘﾃｨ対
策(H28〜)
・今後、各種⾏政シス
テムの更新を迎えるの
でクラウドによる運⽤
検討(H31〜）

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

職員用端末等更新（H24)､地図情報ｼｽﾃﾑ保守､
ｾｷｭﾘﾃｨﾎﾟﾘｼｰ改訂･番号制度安全管理、北海道
自治体情報ｾｷｭﾘﾃｨｸﾗｳﾄﾞ運用】

個別計画
― ― ― 事業費 50,130 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【職員用端末等更新(H25)､地図情報システム更
新4,726､地図情報システム保守838、北海道自
治体情報ｾｷｭﾘﾃｨｸﾗｳﾄﾞ運用】

行政情報システム保守等
【職員用端末等更新(H25)】
【北海道自治体情報ｾｷｭﾘﾃｨｸﾗｳﾄﾞ運用】

行政情報システム保守等
【職員用端末等更新（H22以前）】

【職員用端末等更新（H22以前）､地図情報
ｼｽﾃﾑ保守886、北海道自治体情報ｾｷｭﾘ
ﾃｨｸﾗｳﾄﾞ運用】

☆☆
これまでの効果

決算額 39,216 事業費 49,527 改善

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１０ ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10257 事業費 68 事業費 35 事業費

税務グループ 68 35 35
550302 3年間の事業費 138

ローリ
ング前

固定資産評価審査委員報償
【評価替年度】

固定資産評価審査委員報償 固定資産評価審査委員報償

35

事業費 35事業費 68 事業費 35

固定資産評価審査委員報償

決算額 16 事業費 35 継続 維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

固定資産評価審査委員報償
【評価替年度】

固定資産評価審査委員報償

固定資産評価審査委員
会委員報酬

固定資産評価審査委員会（地方税法第423条、町税
条例第77条）・固定資産台帳（⼟地・家屋）に登
録された価格に関する不服審査申出に対する審議等

地方税法及び条例に規
定された委員会の運営
費であり、納税者から
の不服申し⽴てに対
し、町から独⽴し中
⽴・専門的な⽴場によ
り審査決定を⾏う機関
であることから、今後
も継続し事業運営に努
める。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 固定資産評価審査委員報償 固定資産評価審査委員報償 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10258 事業費 8,467 事業費 12,545 事業費
税務グループ 8,477 20,049 12,177

550301 3年間の事業費 40,703

ローリ
ング前

賦課徴収事務費
【徴収実務研修会125】

賦課徴収事務費
【路線価設定委託500､鑑定評価業務委託
3,500】

賦課徴収事務費
【路線価設定委託2,500､､徴収実務研修会125】

11,063

20,049 事業費 12,177

町税賦課徴収事業
町税賦課徴収に係る一般事務費 公平公正な課税を⾏うた

め、鑑定評価業務等を委託
している。収納業務におい
ては⼾別訪問や悪質滞納者
に対する差押え等による滞
納処分を計画的に⾏い効果
を出している。今後固定資
産評価の精度・効率性を上
げるため家屋システムの導
入を検討していく。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

賦課徴収事務費
【地方税共有納税システム構築業務委託】
【家屋評価システム導入業務委託】

個別計画
― ― ― 事業費 8,477 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

賦課徴収事務費
【路線価設定委託500､鑑定評価業務委託
3,500】

賦課徴収事務費
【路線価設定委託2,500､､徴収実務研修会
125】

賦課徴収事務費
【路線価設定委託5,000】

☆☆☆
これまでの効果

決算額 10,399 事業費 11,064 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 賦課徴収事務費
【路線価設定委託465､鑑定評価業務委託
3,572､徴収実務研修会126】

☆☆
予算の妥当性
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220基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持継続

1,246 1,198
事業費 1,198 事業費 1,177

1,177
550403 3年間の事業費 3,621 10238 事業費

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,160百万円

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,088百万円

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,246 事業費 1,198 事業費 1,177

1,246

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

財政グループ

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,003百万円

公共施設等整備基⾦積
⽴⾦

公共施設等整備基⾦への積⽴て、運⽤先の選定 将来の公共施設等整備
のため一定程度を積⽴
している。今後も⽼朽
化による改修等が必要
な公共施設が増えてい
くことから計画的な活
⽤・積⽴が必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,160百万円

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,088百万円

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,003百万円

笑顔
ＰＪ

施策事業Ｎｏ ④-３ 公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,331百万円

公共施設等整備基金預金利子
公共施設等整備基残高　1,258百万円

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 967 事業費 818

10237 事業費 282 事業費 282 事業費
財政グループ 282 282 283

550402 3年間の事業費 847

ローリ
ング前

282

事業費 283事業費 282 事業費 282

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

決算額 212 事業費 222 継続

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

減債基金預金利子
減債基金額残高　344百万円

減債基⾦積⽴⾦
減債基⾦への積⽴て、運⽤先の選定 公債費償還に備え一定

程度を積⽴している。
今後は繰上償還等の活
⽤について検討が必
要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 減債基金預金利子
減債基金額残高　343百万円

減債基金預金利子
減債基金額残高　343百万円

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10218 事業費 1,366 事業費 1,366 事業費

☆☆

財政グループ 1,080 1,086 1,098
550401 3年間の事業費 3,264

ローリ
ング前

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守920】

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守920】

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守920】

1,366

1,086 事業費 1,098

財政運営事務費
総務課財政グループにおける一般事務費 財政運営のための経常

経費。
今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守648】

個別計画
― ― ― 事業費 1,080 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守648】

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守660】

財政事務一般経費
【公会計ｼｽﾃﾑ保守648】

☆☆
これまでの効果

決算額 28,925 事業費 1,079 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 財政事務一般経費
【地域振興基金繰戻　26,308】
【公会計システム3,977】



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

決算額 10 事業費 16 継続

事業費 15 事業費 15
網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

10680 事業費 15 事業費 15 事業費
財政グループ 15 15 15

550406 3年間の事業費 45

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

ローリ
ング前

15

事業費 15

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

網走湖環境改善対策基
⾦積⽴⾦

網走湖の環境改善と⽔産振興を図ることを目的とす
る。

⽔産振興等のため一定
程度を積⽴している。
今後は活⽤について検
討が必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-６ 網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

網走湖改善対策基金預金利子
網走湖改善対策基金残高　50百万円

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110633 事業費 74 事業費 74 事業費

ローリ
ング前

74

15 事業費
国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

財政グループ 15 15
550405 3年間の事業費 30

決算額 9 事業費 19 継続
国営美⼥地区かんがい排
⽔事業基⾦積⽴⾦

国営美⼥地区かんがい排⽔機場基⾦への積み⽴て 国営事業負担⾦のため
の積⽴て。事業完了時
に活⽤し終了予定。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

個別計画
― ― ― 事業費 15 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-５ 国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

国営美女排水基金預金利子
国営美女排水基金残高　73百万円

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

財政グループ 595 568
事業費 568 事業費 541

541
550404 3年間の事業費 1,704 10303 事業費 595

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　491百万円

地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　435百万円

地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　379百万円

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

595 事業費 568 事業費 541
地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　491百万円

地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　435百万円

地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　379百万円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,232 事業費 298 継続
地域福祉・医療基⾦管
理費

 少子・高齢社会に対応し、地域における高齢者等
の保健福祉の増進を図ることを目的とする地域福祉
基⾦運⽤益を当該基⾦に編入する。

将来の福祉・医療のた
め一定程度を積⽴して
いる。今後も高齢化の
進⾏、医療機関への補
助継続等の必要性から
計画的な活⽤・積⽴が
必要。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ④-４ 地域福祉・医療基金預金利子

地域福祉・医療基金残高　603百万円
地域福祉・医療基金預金利子
地域福祉・医療基金残高　547百万円

☆☆ ☆☆

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

221



222基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

継続

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高168百万円

10220 事業費 34,664 事業費 31,196 事業費
財政グループ 38,147 32,763 33,307

550409 3年間の事業費 104,217

公有財産管理経費

ローリ
ング前

32,343

32,763 事業費 33,307
公有財産管理経費
【旧豊住小学校住宅解体3,500､公共施設
総合管理計画使用料660】

公有財産管理経費
【公共施設総合管理計画使用料660】

公有財産管理経費
【変圧器取替委託1,078､公共施設管理計
画使用料660】

公有財産管理経費
【変圧器取替委託1,078】

70,324 事業費 34,260公有財産管理費
公有財産の適切な管理を⾏う
・平成30年旧豊住⼩職員住宅解体
・平成32年変圧器修理

適正な公有財産の管理
が⾏われてきた。今後
は、公有財産の処分、
活⽤について、現状を
踏まえて進める。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

公有財産管理経費
【旧豊住小学校住宅解体6,000】

個別計画
― ― ― 事業費 38,147 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

11034 事業費

施策事業Ｎｏ ④-９ 【固定資産台帳整備1,603､旧東京電波解
体45,000､公共施設総合管理計画策定
3,348､温泉熱施設機器取替1,885】

【立木伐採610､旧豊住小職員住宅解体
2,000】

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

財政グループ

6,737 事業費 6,737 事業費 6,737

6,737
6,737 6,737

事業費 6,737 事業費 6,737

決算額 6,788 事業費 6,709 継続
高校教育振興基⾦積⽴
⾦

高校教育振興基⾦への積⽴⾦ 東藻琴高校の実習生産
物売払い分を積⽴して
いる。今後は基⾦活⽤
について検討が必要。

今後の方向性

6,737
550408

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高36百万円
実習生産物売払い代6,700

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高35百万円
実習生産物売払い代6,700

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高31百万円
実習生産物売払い代6,700笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高36百万円
実習生産物売払い代6,700

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高35百万円
実習生産物売払い代6,700

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高31百万円
実習生産物売払い代6,700

3年間の事業費 20,211

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高131百万円

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高131百万円

事業費 82

施策事業Ｎｏ ④-８ 高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高37百万円
実習生産物売払い代6,700

高校教育振興基金預金利子
高校教育振興基金残高36百万円
実習生産物売払い代6,700

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

11131 事業費 101 事業費550407 3年間の事業費 256

ローリ
ング前

102

笑顔
ＰＪ

102 事業費

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高185百万円

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高168百万円

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

学校教育施設建設基⾦
積⽴⾦

学校教育施設の建設に要する経費の財源に充てるた
め、基⾦を設置する。

学校施設等の整備のた
め一定程度を積⽴して
いる。今後も学校施設
等整備を要することか
ら計画的な活⽤・積⽴
が必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 92 事業費 82

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高185百万円

☆☆

財政グループ 92 82 82

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高185百万円

決算額 18 事業費 24 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ④-７ 学校教育施設建設基金預金利子
学校教育施設建設基金残高185百万円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

預金利子
基金残高22百万円

預金利子
基金残高22百万円

預金利子
基金残高22百万円

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

39,610
550412 3年間の事業費 118,830 事業費

預金利子
基金残高22百万円

預金利子
基金残高22百万円

預金利子
基金残高22百万円

17

事業費

決算額 88,944 事業費 78,930 継続

事業費 7 事業費 7

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

39,610

子ども未来づくり教育
基⾦積⽴⾦

子どもたちが未来に向かって⾃⽴・共生し、たくま
しく生きるための基礎づくりを推進する事業に要す
る経費の財源に充てるため基⾦を設置する。

H28年度創設。ふるさ
と応援寄付⾦使途「子
供たちのため」相当分
を積⽴⾒込。今後、少
子化対策等のため計画
的な活⽤・積⽴が必
要。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

財政グループ 39,610 39,610

39,610 事業費 39,610

施策事業Ｎｏ ④-１２ 【基金積立87,944】
預金利子
基金残高89百万円

預金利子
基金残高56百万円

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10219 事業費 2,673 事業費 2,673 事業費550411 3年間の事業費 9,141

ローリ
ング前

出納事務経費
【嘱託職員１名】

出納事務経費
【嘱託職員１名】

出納事務経費
【嘱託職員１名】

2,682

事業費 3,053事業費 3,044 事業費 3,044

出納事務経費
【嘱託職員１人】

決算額 2,765 事業費 3,027 継続

出納課 3,044 3,044 3,053

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

出納事務経費
【嘱託職員１人】

出納事務経費
【嘱託職員１人】

会計管理事務費
地方⾃治法第170・171条に係る現⾦及び物品、有価証券
（公有財産⼜は基⾦に属するものを含む）の出納保管、現⾦
及び財産の記録管理、⽀出負担⾏為の確認、決算調製に関す
ることを事業の概要としており、時代に即応した会計管理、
情報収集等に努め適切に事務処理を⾏うこととする。

適正な出納保管、現⾦
及び財産の記録管理を
⾏ってきた。今後も適
正な事務処理を継続す
る。今後も、時代に即
応した出納事務を検討
する。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-１１ 出納事務経費
【嘱託職員１人】

出納事務経費
【嘱託職員１人】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10209 事業費 8,647 事業費 7,948 事業費

☆☆

財政グループ 9,655 9,010 9,777
550410 3年間の事業費 28,442

ローリ
ング前

庁用共通経費
【町封筒・ハガキ印刷】

庁用共通経費 庁用共通経費
【町封筒・ハガキ印刷】

8,767

9,010 事業費 9,777

庁⽤共通経費
庁舎維持管理費以外の庁⽤共通経費
 電子複写機･印刷機･紙折機の維持管理庁⽤共通経
費

これまでも経費節減に
努めてきたが、庁⽤共
通経費の更なる削減を
検討する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

庁用共通経費
【町封筒・ハガキ印刷】
※H30より農業者年金事業の補助切れ

個別計画
― ― ― 事業費 9,655 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

庁用共通経費 庁用共通経費
【町封筒・ハガキ印刷】

庁用共通経費
【町封筒・ハガキ印刷】

庁用共通経費 ☆☆
これまでの効果

決算額 8,620 事業費 7,795 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１０

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

223



224基本目標 第５章 ふれあい つながる 協働のまちづくり
５．⾃⽴する⾃治体経営の確⽴ （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10227 事業費 事業費 事業費

企画グループ
550501 3年間の事業費

ローリ
ング前

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

企画振興一般事務費
（定住⾃⽴圏事業）

中⼼都市宣⾔をした網走市との定住⾃⽴圏形成に向
けた取り組みの推進

網走市と連携した取り
組みを進めている。
様々な分野で連携を深
化させる取り組みを検
討する必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆
これまでの効果

決算額 事業費 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 定住自立圏協定に関する事務
（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆
予算の妥当性

維持


